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一 般 質 問

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。 
　〈二次元コードについて〉
スマートフォン等で読み取ると、YouTubeでご覧いただくことができ
ます。なお、休憩を挟んだ議員は2つ（上：前半、下：後半）掲載しています。
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（れいわ新選組）れいわ新選組小金井	 （見 え る 化）小金井市政を見える化する会
（緑・つながる）緑・つながる小金井	

会
派
の
略
称

の
職
員
対
象
の
避
難
訓
練
や
防

災
フ
ェ
ス
タ
等
で
の
「
布
担
架
」

搬
送
訓
練
を
実
施
し
な
い
か
。

　

部
長　

担
架
は
傷
病
者
を
搬

送
す
る
上
で
不
可
欠
な
医
療
器

材
で
あ
り
現
場
の
救
命
率
を
左

右
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

提
案
の
「
布
担
架
」
は
一
般
的

な
担
架
と
比
べ
て
収
納
性
や
搬

送
効
率
の
面
で
利
点
が
あ
る
。

そ
の
有
効
性
を
考
慮
し
て
い
く
。

　

❷
市
内
唯
一
の
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
り
」
は
定

員
超
過
で
専
門
相
談
に
も
待
機

が
発
生
し
て
い
る
。
市
内
外
の

民
間
療
養
施
設
に
通
う
児
童
も

い
る
中
で
「
き
ら
り
」
拡
充
の

必
要
性
を
訴
え
た
。
ま
た
、
民

間
保
育
園
は
公
立
保
育
園
同
様

に
要
配
慮
の
児
童
を
受
け
入
れ

て
い
る
。「
き
ら
り
」
設
立
当

時
、
事
業
詳
細
計
画
で
は
、
民

間
保
育
園
に
各
専
門
家
を
「
き

ら
り
」
か
ら
巡
回
支
援
さ
せ
る

計
画
だ
っ
た
が
心
理
士
の
巡
回

の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
保

育
園
で
の
気
づ
き
も
親
が
受
け

入
れ
に
く
く
支
援
が
遅
れ
る
課

題
が
あ
る
。
市
と
し
て
、
保
育

士
と
児
童
・
保
護
者
の
支
援
、

早
期
療
養
を
拡
充
さ
せ
る
よ
う
、

質
疑
を
通
し
て
要
望
し
た
。

育
上
の
改
善
点
、
採
択
済
の
小

学
校
の
情
緒
級
新
設
の
見
通
し

は
ど
う
か
。
オ
通
常
級
と
知
的

級
の
交
流
は
対
象
者
も
多
く
対

応
が
必
要
。
課
題
・
対
応
に
つ

い
て
問
う
。
カ
通
常
級
で
の
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
現
状
を

問
う
。　
　

　

部
長　

ア
現
在
考
え
て
い
な

い
。
イ
集
合
形
式
の
事
前
説
明

会
を
毎
年
５
月
に
実
施
、
次
年

度
よ
り
24
時
間
対
応
の
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
を
導
入
検
討
中
。

ウ
丁
寧
な
説
明
で
合
意
形
成
に

努
め
て
い
る
。
就
学
先
の
随
時

変
更
も
可
能
で
あ
る
。
エ
通
常

級
と
の
交
流
を
進
め
て
い
る
。

小
学
校
は
準
備
中
。
オ
通
常
級

と
は
随
時
、
個
別
に
交
流
中
。

カ
学
習
面
で
の
個
別
配
慮
を
実

施
中
。
教
員
理
解
を
深
め
る
。

こ
と
と
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
駆
け
込
み
の
た
め
。
イ
検
証

は
国
で
専
門
家
が
審
議
す
る
。

　

❷
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被

害
の
周
知
に
つ
い
て
、
小
金
井

市
で
も
被
害
が
出
て
お
り
周
知

す
る
こ
と
も
予
防
接
種
法
の
主

旨
に
添
う
の
で
は
な
い
か
。

　

部
長 

被
害
の
周
知
は
違
法

で
無
い
と
の
認
識
だ
が
、
市
単

独
の
周
知
は
考
え
て
い
な
い
。

イ
ド
」
を
作
成
し
配
布
な
い
か
。

　

部
長　

ア
関
係
機
関
と
の
調

整
が
必
要
。
イ
検
診
内
容
や
申

込
み
方
法
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
、
受
診
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
こ
と
で
受
診
率
向
上
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　

❸
健
康
づ
く
り
の
推
進
役
を

育
成
し
て
「
健
康
寿
命
Ｎｏ
．
1
」

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
市
で

は
さ
く
ら
体
操
を
つ
く
り
市
内

各
所
で
定
期
的
に
実
施
さ
れ
、

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。

地
域
ご
と
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
役
の
育
成
を
し
な
い
か
。

　

部
長　

地
域
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
多
様

な
主
体
と
連
携
し
、
地
域
全
体

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
講

座
の
実
施
は
研
究
課
題
と
す
る
。

　

市
長　

イ
当
事
者
の
声
を
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
非
常

に
大
事
な
視
点
。
市
と
し
て
も

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
目

的
や
あ
る
べ
き
姿
を
踏
ま
え
、

関
係
部
局
と
も
連
携
し
、
ど
の

よ
う
な
形
で
進
め
て
い
け
る
か

研
究
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
災
害
発
生
時
の
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
策
の
現

状
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

勾
配
率
約
７
％
、
歩
道
に
つ
い

て
は
約
11
％
と
か
な
り
の
急
勾

配
。
車
椅
子
で
は
ほ
ぼ
通
行
不

可
能
な
状
態
。
東
京
都
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
適
合
し
た
形
で
の

改
修
か
新
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
検

討
の
要
望
を
し
な
い
か
。

　

部
長　

な
か
な
か
難
し
い
と

考
え
る
が
、
東
京
都
に
は
伝
え

る
。

　

❸
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
、
公
明
党
と
し
て
提

案
を
行
い
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

拡
大
し
て
い
る
。
特
に
交
通
イ

ン
フ
ラ
が
不
十
分
な
貫
井
坂
下

エ
リ
ア
こ
そ
拡
充
の
検
討
を
。

　

部
長　

こ
れ
か
ら
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
条
件

等
の
整
理
も
必
要
と
考
え
る
が
、

改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　

平
常
時
に
お
い
て
は
消
防
署

と
連
携
し
「
普
通
の
担
架
」
訓

練
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
事
は

理
解
し
て
い
る
が
「
普
通
の
担

架
」
で
は
大
き
さ
や
形
状
に
よ

り
階
段
を
、
曲
が
れ
な
い
、
降

り
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

階
段
を
使
っ
て
搬
送
す
る
場
合

を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
「
布
担
架
」
は

場
所
や
状
況
に
よ
っ
て
は
緊
急

搬
送
力
を
発
揮
出
来
る
。
市
議

会
で
は
こ
れ
ま
で
２
度
「
布
担

架
」
を
使
い
震
災
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。
小
金
井
市
の
災

害
対
策
を
充
実
さ
せ
、
発
災
時

に
備
え
る
た
め
緊
急
搬
送
時
に

力
を
発
揮
で
き
る
「
布
担
架
」
を

普
及
さ
せ
な
い
か
。
ま
た
、
市

　

❶
認
知
症
初
期
段
階
で
は
介

護
認
定
が
低
く
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
に
く
い
が
、
そ
の
放
置

は
孤
立
や
徘
徊
、
金
銭
管
理
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
生
活
上
の
困
難
、

家
族
の
介
護
負
担
の
増
大
に
つ

な
が
る
。
ア
早
期
発
見
・
早
期

支
援
の
仕
組
み
は
。
イ
認
知
症

カ
フ
ェ
に
加
え
、
常
設
の
拠
点

整
備
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
相

談
体
制
は
。
ウ
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
家
族
支
援
を
強
化

す
べ
き
で
は
。

　

部
長　

ア
物
忘
れ
検
診
を
50

代
か
ら
拡
大
。
初
期
集
中
チ
ー

ム
で
支
援
し
て
い
く
。
イ
研
究

課
題
と
す
る
。
ウ
家
族
と
当
人

の
一
体
型
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

進
め
て
い
る
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
国

際
的
な
動
向
を
受
け
推
進
さ
れ

て
い
る
が
国
連
勧
告
の
と
お
り
、

社
会
全
体
の
価
値
観
を
変
革
さ

せ
る
段
階
に
至
ら
ず
、
個
別
の

特
別
支
援
教
育
の
拡
充
が
主
で
、

全
て
の
人
間
に
は
違
い
が
あ
る

と
い
う
多
様
性
の
概
念
が
浸
透

し
て
い
な
い
。「
全
て
の
生
徒

が
一
緒
に
学
ぶ
」
環
境
整
備
が

必
要
。
ア
増
加
す
る
児
童
発
達

支
援
施
設
に
市
独
自
の
資
金
助

成
を
し
な
い
か
。
イ
就
学
相
談

に
お
け
る
保
護
者
負
担
へ
の
配

慮
・
改
善
点
に
つ
い
て
問
う
。

ウ
就
学
支
援
委
員
会
か
ら
の

「
就
学
先
提
案
」
の
課
題
・
改

善
点
に
つ
い
て
問
う
。
エ
一
中

情
緒
級
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

　

市
で
は
効
果
の
検
証
が
無
い

ま
ま
予
防
接
種
費
が
増
大
し
て

い
る
実
態
が
判
明
し
た
。
健
康

被
害
実
態
の
周
知
に
加
え
、
健

康
関
連
情
報
を
デ
ー
タ
化
し
効

果
を
検
証
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
市
民
の
皆
様
に
打
た
な

い
選
択
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

❶
予
防
接
種
に
関
わ
る
費
用

に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
３

億
円
前
後
だ
っ
た
予
防
接
種
費

が
２
０
２
４
年
度
６
億
５
千
万

円
支
出
し
、
そ
の
う
ち
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
が
１
億
５
千
万
円
と

増
え
て
い
る
。
ア
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
が
多
い
の
は
何
故
か
。
イ

効
果
の
検
証
は
し
て
い
る
の
か
。

　

部
長　

ア
ワ
ク
チ
ン
単
価
が

高
額
（
外
税
２
万
７
千
円
）
な

　

❶
超
高
齢
化
社
会
と
生
活
習

慣
病
や
医
療
費
の
増
大
が
深
刻

化
す
る
中
、
予
防
医
療
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
施
策
の
確
実
な

推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
特
定
健

診
に
つ
い
て
近
隣
市
と
の
相
互

乗
入
れ
を
し
な
い
か
。

　

部
長　

受
診
項
目
な
ど
金
額

の
違
い
の
課
題
が
あ
る
。

　

❷
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
目

標
達
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ア
特
定
健
診
の
案
内
へ
の
大
腸

が
ん
検
査
キ
ッ
ト
の
同
封
や
、

節
目
年
齢
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
を

配
布
し
な
い
か
。
イ
府
中
市
を

参
考
に
、
が
ん
検
診
の
申
込
は

が
き
を
付
け
た
「
健
康
応
援
ガ

　

ア
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
上
に
バ
ス
待
ち
の
乗

客
が
並
ぶ
状
況
は
、
視
覚
障
が

い
者
が
使
い
に
く
い
と
思
う
が
、

担
当
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

イ
当
事
者
参
加
で
、
主
要
な

公
共
施
設
や
駅
な
ど
、
主
要
施

設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

レ
ビ
ュ
ー
を
行
わ
な
い
か
。

　

部
長　

ア
視
覚
障
が
い
者
が

雨
に
ぬ
れ
ず
に
歩
け
る
よ
う
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
た
た
め

現
状
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
先

日
、
鈴
木
議
員
の
ご
指
摘
の
後
、

バ
ス
事
業
者
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

バ
ス
待
ち
の
方
が
誘
導
ブ
ロ
ッ

ク
上
を
避
け
て
並
べ
る
よ
う
ラ

イ
ン
を
引
く
対
応
を
考
え
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

❶
本
市
を
東
西
に
跨
ぐ
国
分

寺
崖
線
は
、
自
然
環
境
や
生
態

系
の
保
全
と
い
う
価
値
を
持
つ

一
方
で
、
生
活
動
線
の
分
断
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
自
転
車
歩

行
者
用
道
路
に
お
け
る
国
の
基

準
は
、
勾
配
率
５
％
か
ら
８
％
。

本
市
の
崖
線
を
横
断
す
る
道
路

の
ほ
と
ん
ど
が
10
％
以
上
と
基

準
を
逸
脱
し
て
い
る
。
既
存
の

ル
ー
ト
の
他
に
緩
勾
配
と
な
り

う
る
整
備
可
能
な
自
転
車
歩
行

者
用
ル
ー
ト
は
あ
る
か
。

　

部
長　

沿
線
の
大
部
分
が
宅

地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
ル
ー
ト
を
整
備
す
る
た

め
に
は
大
規
模
な
用
地
買
収
が

不
可
欠
で
、
実
現
が
難
し
い
。

　

❷
貫
井
ト
ン
ネ
ル
の
車
道
は

吹
春
や
す
た
か

（
自
由
民
主
党
）

吉
良
の
り
こ

（
み
ら
い
）

村
上
よ
う
す
け

（
れ
い
わ
新
選
組
）

藤
川
賢
治

（
見
え
る
化
）

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

太
田
宏
徳

（
公
明
党
）

「
布
担
架
」
を
普
及
さ
せ

災
害
発
生
時
に
備
え
を
！

認
知
症
初
期
・
発
達
障
が
い

児
へ
の
支
援
を
拡
充
し
よ
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を

子
ど
も
視
点
で
推
進
し
よ
う
！

予
防
接
種
費
が
コ
ロ
ナ
禍
後

高
止
ま
り
。
害
伝
え
抑
制
を

が
ん
検
診
の
充
実
な
ど
／

予
防
医
療
の
推
進
を

ひ
と
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う

南
部
地
域
の
交
通
利
便
性
の

改
善
を

市議会で購入した布担架

バス停前誘導ブロック付近の状況


